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１．対象機種  

AnyWireASLINK システム Ethernet ゲートウェイ B2G78-E1 

AnyWire DB A20 シリーズ Ethernet ゲートウェイ AG278-E1 

 ３．時期 

販売開始時点より。 

 

 

２．内容  

対象機種をSLMPで使用する場合の制限事項について記載します。 

 

基本プロトコル 制限事項 制限事項を守らない場合に発生する事象 

UDP を選択 出力エリアの設定はソケット(0～7)1 つにつき、 

ブロック転送設定は 1 つのみとしてください。 

 

転送元アドレスとデバイスアドレスの割り付

けが他ブロック転送設定と入れ替わること

があります。 

 

例）B2G78-E1 を UDP で使用し、ソケット 0 にて 2 つのブロック転送（出力エリア、エラークリア）を行った場合 

ソケット ブロック転送 出力エリア MELSEC から転送 発生事象 

転送元アドレス 転送元ワード数 デバイスタイプ デバイスアドレス 

ソケット 0 ブロック転送 0 41025 16 W 100 W200.0 の ON で 

41025.0 が ON する ブロック転送 1 41203 1 W 200 

対処方法：基本プロトコルを TCP に変更する、あるいは 

ソケット 0(ブロック転送 1)の設定をソケット 1(ブロック転送 0)に変更してください。 

 

入力エリア設定に関しての制限事項はありません。 

基本プロトコルをＴＣＰにした場合の制限事項はありません。 
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